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那覇市立学校の児童数の推計の求め方
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予定児童数 学年進行率

１年 167 5 149 4 161 5 98.55% 143 4 129 4 138 4 124 4 140 4 133 4

普 ２年 175 5 163 5 149 4 98.73% 159 4 142 4 128 4 137 4 123 4 139 4

通 ３年 151 4 178 5 168 5 102.37% 153 4 163 5 146 4 132 4 141 4 126 4

学 ４年 142 154 177 100.61% 170 154 4 164 5 147 4 133 4 142 4

(2011年) (2012年)
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(2013年)

139 148 133 150

(2014年)泊小学校

160 167 153
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３歳児６歳児 ２歳児 １歳児

143

(2016年)(2015年)

（１）入学率

(167+149+161)/(160+157+167)=477/484=98.55%

平成23年度の１年生の入学数

153人×98.55％＝150.7815≒151人

151人-8人（留守家庭制限）=143人

学 ４年 142 4 154 4 177 5 100.61% 170 5 154 4 164 5 147 4 133 4 142 4

級 ５年 155 4 145 4 149 4 99.32% 176 5 169 5 153 4 163 5 147 4 133 4

６年 147 4 151 4 142 4 97.67% 146 4 172 5 166 5 150 4 160 4 144 4

計 937 26 940 26 946 27 947 26 929 27 895 26 853 25 844 24 817 24

6 1 5 1 5 1 5 1 5 1 5 1 5 1 5 1 5 1

943 27 945 27 951 28 952 27 934 28 900 27 858 26 849 25 822 25

○用語の説明

（２）学年進行率：前年度に在籍していた児童・生徒数に対して、現年度に進級した在籍児童・生徒数の割合。

計算式は、前々年度と前年度の在籍者数を前年度と現年度に進級した在籍した在籍者数で割っています。

（３）増減要因
　　　（増要因）集合住宅等建設見込みからの児童・生徒数の増加分です。原則として１００戸以上の住宅の建設計画を対象としています。
　　　（減要因）指定校変更許可基準（留守家庭）の適用を除外したことからの児童数の減少分です。

特殊学級

（１）入学率：当該通学区域における住民基本台帳の新１年生の児童・生徒数に対して、実際にその学校に入学した児童・生徒数の割合。
　　（隣接校選択制や指定校変更による入学者を含む）

計算式は、当該通学区域における、直近３ヵ年の新１年生入学者数を直近３ヵ年の住民基本台帳の人数で割っています。

合　計

（２）６年生の学年進行率

(151+142)/(155+145)=293/300＝97.67%

平成23年度の６年生の児童数

149人（H22の5年生）×97.67％＝

145.5528≒146人

５月１日現在の住民

基本台帳データを入

力している


